
  

未入力 

1% 
１０代 

5% 

２０代 

6% 

３０代 

11% 

４０代 

18% 
５０代 

17% 

６０代 

20% 

７０代 

13% 

８０代 

9% 

未入力 

2% 

男 

47% 

女 

51% 

考えて

いる 

59% 
考えた

ことが

ない 

31% 

考える

余裕も

必要も

ない 

10% 

谷内地域まちづくり計画策定 

のためのアンケート結果報告書 
 

 

【地区の概況】                       【アンケート 回収率】 

世帯数 人 口 男 女 
 

配布数 回答数 回答率 

98 世帯 265 人 124 人 141 人 246 141 57.3% 

（H25.4.1）  

 

１ あなたの性別をお尋ねします。 

 

（単位：人）  

 

 

２ あなたの年齢層をお尋ねします。 

 

      （単位：人）  

 

 

 

 

３  あなたは、自分の家庭や地域が 5 年後、１０年後、20 年後どうなっていくか将来の姿を 

考えたことがありますか？ 

 

             （単位：人） 

 

 

 

 

男 69 

女 71 

未入力 1 

計 141 

１０代 8 ６０代 27 

２０代 7 ７０代 35 

３０代 11 ８０代 9 

４０代 20   

５０代 24 計 141 

考えている 78 

考えたことがない 48 

考える余裕も必要もない 12 

計 138 



  

はい 

61% 

いいえ 

10% 

わからな

い 

29% 

先祖

代々住

み続け

ている

から 

33% 

家や田

や山が

あるか

ら 

33% 

人付き

合いな

ど生活

が快適

だから 

17% 

仕事が

あるか

ら 

13% 

その他 

4% 

仕事がない 

21% 

家がない、また改

修が必要だから 

10% 

人付き合いなどわ

ずらわしいことが

多いから 

44% 

地以外で生活して

いる家族や親せき

に一緒に住もうと

言われているから 

7% 

その他 

18% 

４ 今後もこの地域に住み続けたいと思っていますか？ 

 

         （単位：人） 

 

 

（はい）         （単位：人） 

 

 

（その他） ・災害がないから 

・ここで育ち住み慣れているから 

 

（いいえ）                       （単位：人） 

仕事がない 3 

家がない、また改修が必要だから 2 

人付き合いなどわずらわしいことが多いから 2 

その他 3 

計 10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○その他 

・ 当地区は発展しないから。 

・ 不便 

はい 93 

いいえ 9 

わからない 38 

計 140 

先祖代々住み続けているから 66 

家や田や山があるから 48 

人付き合いなど生活が快適だから 18 

仕事があるから 10 

その他 3 

計 145 



  

良くなっ

ていく 

3% 

少し良く

なる 

6% 

変わらな

い 

45% 

少し悪く

なる 

20% 

悪くなる 

24% 

その他 

2% 

５ この地域での暮しは、今後どうなっていくと思いますか？ 

 

          （単位：人） 

 

 

○その他  ・ その人の努力次第。 

 

６  この地域が発展していくためには、人口を増やしていくことが望まれますが、この地域

の魅力を高めて、地域外からの定住者促進いわゆる U ターンや I ターンの人たちを受け入

れるためにあなたはどのような対策が必要と思いますか？ 

 （U ターンとは、地元で育った人が帰ってくる、I ターンとは出身者でない人が帰ってくるという意味です。） 

 

（自由記述） 

・ Ｕターン、Ｉターンの受け入れには仕事がない。 

・ 暮らしに便利な地域。スーパー、コンビニ、病院、学校、保育所等があれば若い世代の 

魅力も高まる。 

・ 住宅、仕事、天保等生活環境の充実。 

・ 村の良い所（田、畑）を残し営農を促進する。 

・ 公共交通を整備する。 

・ 働く場所が充実していること。 

・ お年寄りでも一人で住んでも困らない環境づくりが必要。 

・ 農地を再開発できるよう規制緩和をすること。 

・ 企業誘致。 

・ 空、陸の交通状況を発展させる。 

・ 雇用創出、収入の安定施策。 

・ 新規宅地造成。 

・ 地域の特産品を作る。 

・ 小さな集落の単位でなく、北部とかのグローバル単位の経済政策が必要。 

・ 仕事と住む所が充実する対策。 

・ 自然などのこの地域の魅力をもっとＰＲしていく。 

・ 仕事で得る収入の増額。 

・ 安定した職場。 

・ 地域の人達が協力してまちづくりを豊かにしていく必要がある。 

・ 交通の便が良くなること。 

・ 若者の定住対策の確立。 

良くなっていく 1 

少し良くなる 6 

変わらない 48 

少し悪くなる 34 

悪くなる 43 

その他 1 

計 133 



  

思う 

85% 

思わな

い 

2% 

わから

ない 

13% 

思う 

75% 

思わな

い 

6% 

わから

ない 

19% 

７ この地域が将来どうなって欲しいと思いますか？ 

 

（自由記述） 

・ 若い人だけでなく、高齢者も住みやすい街になってほしい。 

・ 少子高齢化を食い止める。 

・ 一次産業が守られる。 

・ ゆとりと安心で暮らせる地域にしたい。 

・ 人口減少がスットプし若い世代の新たな生活拠点となる地域を作ってほしい。 

・ 自然豊かで活気ある町。 

・ 若い人が定住できる地域づくり。 

・ 人が集まることができる拠点づくり。 

・ 子供からお年寄りまで何でも話せて、悩み事とか相談ができる場所がほしい。 

・ 人との結びつき、助け合える地域の仕組みづくり 

・ 地元に就職できる環境をつくる。 

・ 人口増。 

・ 住民同士の考えのつながり。 

・ 世代を超えて、若い人も老人も支え合える町づくり。 

・ 自然環境はこのままであってほしい。 

・ 明るく住みやすい地域になってほしい。 

 

 

8  地域が発展していくためには、人口を増やし若い人たちが生活できる経済基盤を作る必要が 

あると思いますか？ 

 

        （単位：人） 

 

 

 

 

9 これからは人々がともに支え合い助け合ってみんなで課題を解決していく共助の意識と行

動が大切になると思いますか？ 

        

        （単位：人）   

 

 

思う 120 

思わない 3 

わからない 11 

計 134 

思う 99 

思わない 12 

わからない 21 

計 132 



  

できる 

22% 

できな

い 

23% 

わから

ない 

55% 

思う 

13% 

思わない 

15% 

わからな

い 

40% 

テーマに

よっては

かかわり

たい 

32% 

思う 

55% 

思わな

い 

11% 

わから

ない 

28% 

努力が

足りな

い 

3% 

その他 

3% 

10 これからの地域づくりは、行政に頼らず、自立できる地域にしなければならないと思いま

すが、あなたはみんなの力でそれができると思いますか？ 

 

        （単位：人） 

 

 

11 あなたの住んでおられる集落（区）を今より住みよくするためには、どんなことが考えら

れますか？ 

 

（自由記述） 

・ わからない。 

 

12 あなたは、大宮南地域里力再生計画に積極的にかかわっていきたいと思いますか？ 

 

             （単位：人） 

 

 

 

 

13 区、公民館、村づくりなど各種団体の活動や行事は、地域の活性化に役立っていると思い 

ますか？ 

 

           （単位：人） 

 

 

○その他 

・ 思うが家庭が忙しくて。 

・ 少子高齢化が進み活性化しにくい。 

・ やりすぎは負担のもと。 

できる 25 

できない 49 

わからない 63 

計 137 

思う 14 

思わない 28 

わからない 46 

テーマによってはかかわりたい 45 

計 133 

思う 64 

思わない 25 

わからない 28 

努力が足りない 11 

その他 3 

計 131 



  

農業の持続できる

体制づくり 

13% 

高齢者福祉対策 

11% 

独居老人対策 

5% 

過疎地の集客機能 

5% 

Ｕ・Ｉターンなど

定住者の受け入れ

体制整備 

15% 

空き家対策 

3% 

特産品の開発 

6% 

産業お越し雇用の

場の創出 

15% 

青少年教育 

3% 

地域のＩＴ（情報

技術）戦略 

2% 

地域コミュニ

ティーの再構築 

4% 

救急医療体制整備 

8% 

自主防犯・防災の

体制づくり 

2% 

介護施設の整備 

7% 
その他 

1% 

はい 

27% 

いいえ 

73% 

14 地域まちづくり計画で優先すべき課題は何だと思いますか？次に当てはまるものを三つ選

んでください。 

                                      （単位：人） 

農業の持続できる体制づくり 41 青少年教育 12 

高齢者福祉対策 44 地域のＩＴ（情報技術）戦略 3 

独居老人対策 17 地域コミュニティの再構築 14 

過疎地の集客機能 20 救急医療体制整備 19 

Ｕ・Ｉターンなど定住者の受け入れ体制整備 58 自主防犯・防災の体制づくり 5 

空き家対策 12 介護施設の整備 23 

特産品の開発 15 その他 1 

産業お越し雇用の場の創出 69 計 353 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○その他  

  ・ 田舎のよい所を子供に教える。 

 

15 当地域に必要だと思われるあなたが希望する施設はありますか？ 

 

       （単位：人） 

はい 21 

いいえ 83 

計 104 

 

○どんな施設でしょうか？ 

・ スポーツ施設。 

・ 病院、老人ホーム、グループホーム。 

・ 商業施設。 

・ 高齢者の娯楽施設。 

・ 大学。 

・ 子供の遊べる施設。 



  

はい 

45% いいえ 

55% 

楽しい 

19% 

地域のた

めに必要

だから 

27% 

伝統を守

るため 

6% 

頼まれた

から 

11% 

楽しくな

い 

20% 

忙しい 

7% 

不必要だ

と思うか

ら 

3% 

その他 

7% 

はい 

19% 

仕方なく

引き受け

る 

38% 

引き受け

ない、

断ってい

る … 

他のこと

で忙しい 

38% 

大変だか

ら 

39% 

組織や団

体の活動

に必要性

を感じな

い … 

その他 

17% 

16 地域行事に積極的に参加していますか？ 

 

（単位：人） 

 

 

17 地域行事に参加、または参加しない理由は何ですか？（複数回答可） 

 

            （単位：人） 

 

○その他 

・ 高齢だから。 

 

18 地域の役員などを快く引き受けていますか？ 

 

              （単位：人）    

 

 

19 地域の役員などを快く引き受けない理由は？ 

 

           （単位：人） 

 

○その他 

・ 高齢だから。 

はい 76 

いいえ 56 

計 132 

楽しい 14 

地域のために必要だから 63 

伝統を守るため 20 

頼まれたから 36 

楽しくない 17 

忙しい 12 

不必要だと思うから 6 

その他 8 

計 176 

はい 23 

仕方なく引き受ける 57 

引き受けない、断っている 36 

計 116 

他のことで忙しい 20 

大変だから 30 

組織や団体の活動に

必要性を感じない 

６ 

その他 11 

計 67 



  

はい 

31% 

いいえ 

69% 

はい 

18% 

いいえ 

82% 

はい 

80% 

いいえ 

20% 

20 地域の組織の見直しが必要と感じますか？ 

 

（単位：人） 

 

 

○具体的にどの組織、または団体    ○新たに必要だと思われる組織、団体 

・ 公民館活動。           ・ 集落営農の促進。    

・ 区役員体制。           ・ 班、施設。 

・ 隣組。              ・ 将来設計プロジェクトチーム。 

・ 老人会。             ・ 村づくり委員。 

・ 祭りの体制 

 

21 農業をされていますか？ 

 

（単位：人） 

 

 

 

○はいと答えた方、これからも農業を続けたいと思いますか。 

 

（単位：人） 

はい 39 

いいえ 6 

計 45 

 

 

22 集落営農を進めないと先行き営農持続は難しいと考えられますが、あなたは集落営農組織 

化をどのように考えますか？ 

 

                  （単位：人） 

積極的に進める必要がある 30 

個人でやれるので組織化は必要ない 6 

必要だが無理である 20 

営農形態などの条件次第で考える 22 

わからない 28 

その他 2 

計 108 

はい 33 

いいえ 69 

計 102 

はい 46 

いいえ 81 

計 127 



  

積極的に進め

る必要がある 

29% 

個人でやれる

ので組織化は

必要ない 

3% 

必要だが無理

である 

10% 
栄養携帯など

の条件次第で

考える 

13% 

わからない 

43% 

その他 

2% 

はい 

32% 

いいえ 

68% 

現在も貸し

ていて、こ

れからも貸

したい 

53% 

新規参入者

に貸しても

よい 

16% 

売却したい 

8% 

転用したい 

4% 

放っておく 

12% 

その他 

7% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○その他 

・ 戦後農業経営を共同化して成功した例を知らない。 

・ 必要性は考えるが運営、人に与える負担が心配。 

 

23 農地を所有されていますか？ 

 

（単位：人） 

 

 

 

 

24 農地を所有されていて、農業を始める予定のない方は、現在お持ちの農地を今後どうして 

いく予定ですか？ 

 

              （単位：人） 

 

 

○その他 

・ 集落営農を期待して協力をする。 

・ 今のところ考えていない。 

はい 73 

いいえ 50 

計 123 

現在も貸していて、これから

も貸したい 

25 

新規参入者に貸してもよい 8 

売却したい 4 

 1 

放っておく 5 

その他 4 

計 47 



  

はい 

91% 

いいえ 

9% 

はい 

23% 

いいえ 

77% 

現在自ら

管理して

いて、こ

れからも

自分で管

理してい

く 

24% 

管理を森

林組合な

どに委託

したい 

19% 

売却した

い 

16% 

植林以外

の利用方

法も考え

たい 

2% 

放ってお

く 

33% 

その他 

6% 

25 あなたは、地元産のお米を食べていますか？ 

 

（単位：人） 

 

 

 

 

26 山林を所有していますか？ 

 

（単位：人） 

 

 

 

○はいと答えた方は、現在お持ちの山を今後どうしていく予定ですか？ 

 

（単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい 128 

いいえ 2 

計 130 

はい 63 

いいえ 57 

計 120 

現在自ら管理していて、 

これからも自分で管理 

していく 

9 

管理を森林組合などに 

委託したい 

12 

売却したい 12 

植林以外の利用方法も 

考えたい。 

2 

放っておく 24 

その他 1 

計 60 



  

望んでい

る 

28% 

望むが期

待できな

い 

26% 

なるよう

にしかな

らない 

43% 

その他 

3% 

ある 

9% 

ない 

31% 

考えた

ことが

ない 

60% 

ある 

11% 

ない 

89% 

思う 

44% 

思わない 

13% 

考えたこ

とがない 

43% 

27 先祖から受け継いだ家や田畑、山林を自分の子孫が後継してくれることを望んでいます 

か？ 

（単位：人） 

 

 

○その他 

・ わからない。 

 28 当地域のものづくりで経営が成り立ちそうなものはありますか？ 

 

（単位：人） 

 

 

29 当地域で市場へ出せる特産品がありますか？ 

 

（単位：人） 

 

 

○あると答えた特産品 

・ 米（コシヒカリ） 

・ 餅 

・ 野菜 

 

30 あなたは地域に何か役に立つことをボランティアとして協力しようと思いますか？ 

 

（単位：人）  

 

 

 

 

望んでいる 49 

望むが期待できない 36 

なるようにしかならない 30 

その他 2 

計 117 

ある 9 

ない 39 

考えたことがない 67 

計 115 

ある 15 

ない 71 

計 86 

思う 48 

思はない 29 

考えたことがない 52 

計 129 



  

人 

3% 

自然環境 

32% 

山林 

4% 
里山 

7% 
水 

15% 

農地 

6% 

景観 

6% 

組織 

4% 

コミュニティ 

4% 

歴史的文化遺

産 

2% 

滝 

0% 
立地条件 

3% 

食品 

3% 

イベント 

9% 

その他 

2% 

新聞 

20% 

区等組

織広報 

34% 

回覧板 

37% 

防災行

政無線 

6% 

その他 

3% 

活用すべ

き 

41% 

今のまま

でよい 

38% 

わからな

い 

21% 

31  当地域のお宝は何ですか。また、地域おこしに役立つ資源はなんですか？ 

（複数回答可） 

（単位：人） 

 

 

32  地域の動きを知る情報源は何ですか？ 

（単位：人） 

 

○その他 

・ 集落の寄り合い。 

・ テレビ、情報誌。 

 

33 防災行政無線はもっといろんな情報の伝達に活用されるべきと思いますか？ 

 

単位：人） 

 

 

 

人 42 

自然環境 63 

山林 9 

里山 4 

水 13 

農地 24 

景観 17 

組織 4 

コミュニティ 8 

歴史的文化遺産 8 

滝 2 

立地条件 18 

食品 7 

イベント 7 

その他 2 

計 228 

新聞 30 

区等組織広報 44 

回覧板 33 

防災行政無線 10 

その他 5 

計 122 

活用すべき 55 

今のままでよい 49 

わからない 23 

計 127 



  

持って

いる 

77% 

持って

いない 

23% 

使える 

47% 

使えな

い 

45% 

使えな

いが習

いたい 

8% 

使える 

47% 

使えな

い 

53% 

乗れる 

76% 

乗れな

い 

22% 

単車に

は乗れ

る 

2% 

マイカー 

77% 

バイク 

4% 

自転車 

4% 

バス 

2% 

誰かに乗

せてもら

う 

13% 

34 あなたは携帯電話を持っていますか？ 

 

（単位：人） 

持っている 103 

持っていない 33 

計 136 

 

35 あなたはパソコンが使えますか？ 

 

（単位：人） 

 

 

36 あなたはインターネットが使えますか？ 

 

（単位：人） 

 

 

37 あなたは車に乗れますか？ 

 

（単位：人） 

 

 

38 買い物や病院通いの交通手段は何ですか？ 

 

（単位：人） 

 

 

 

使える 61 

使えない 74 

使えないが習いたい 3 

計 138 

使える 60 

使えない 75 

計 135 

乗れる 104 

乗れない 32 

単車には乗れる 1 

計 137 

マイカー 104 

バイク 5 

自転車 5 

バス 3 

誰かに乗せてもらう 18 

計 135 



  

いる 

87% 

いない 

8% 

いるが近

くにはい

ない 

5% 

家族 

79% 

隣人 

2% 

友人 

16% 

民生児童委

員 

1% 

その他 

2% 

大切にし

ている 

88% 

していな

い 

10% 

必要では

ない 

2% 

39 あなたは困ったときに相談できる人はいますか？ 

 

（単位：人） 

 

 

 

○いると答えた方、それは誰ですか？ 

 

（単位：人） 

 

 

○その他 

・ 親戚 

・ 肉親、兄妹。 

  

 

40 あなたは近所付き合いを大切にしていますか？ 

 

（単位：人） 

 

 

 

 

41 あなたの現在、もしくは将来の生活でもっとも不安に感じていることをあげてください。 

 

（自由記述） 

・ 人間関係。 

・ 少子高齢化による人口が増える傾向がないこと。 

・ 地域に働く場所がない。 

・ 高齢化による将来が不安。 

・ 老後と親の世話。 

いる 104 

いない 24 

いるが近くにはいない 6 

計 134 

家族 90 

隣人 4 

友人 7 

その他 ３ 

計 104 

大切にしている 110 

していない 12 

必要ではない 2 

計 124 



  

・ 子育て。 

・ 少子化による地域行事と担い手不足。 

・ 年金額の減少。 

・ 若者の地域離れ(過疎化)。 

・ 病気になったとき。 

・ 一人暮らしになった時、また病気になった時、年金だけで生活できないこと。 

・ 健康で生活できること。 

・ 将来を担ってくれる子供たちの働ける職場がすくないこと。 

・ 独居生活になったときの生活環境。 

・ 生活機能の存続。 

 

42  当地域の活性化に必要な意見、アイデイアをお持ちでしたら提案下さい。 

 

・ 人を思いやる温かい人間性のある教育が必要。 

・ 意見交換をする場所。 

・ 公共交通をもっと便利にして、買い物しやすい店とかいざというときに役に立つ情報誌を増

やし、住みよい町づくりを推進する。 

・ 働ける職場の確保。 

・ 大学の建設。 

・ 婚活イベント等出会いの場を提供する。 

・ 外部から移住できる環境づくり 

・ 三重から谷内にかけての国道を京丹後市の玄関口として整備する。 

・ アイデイア、ＰＲの方法を考えて地場産業を存続する。 

・ 公式試合のできるスポーツ施設と宿泊施設の建設。 

・ 公民館活動の継続維持。 

 

43  当地域全般についてご意見があればどんなことでも結構ですので自由に記述してくださ

い。 

 

・ 人間性を考える。絆を大切にする。道徳を教える。 

・ 地域の若い人が広い視野を持つよう教育が望まれる。 

・ 防災無線について、放送余分の言葉が多すぎる。要件の伝達は簡単明瞭に。 

・ 冬季の除雪を早くしてほしい。 

・ 地域の見回り、人の気配りをしてほしい。 

・ 府下の老人を集め（老人施設の拡大）介護大国にする。 

・ 竹野川沿いがもったいない。子供の遊べる川にしてほしい。 

・ 地域ごとに小さなイベントがあるが、それを一つにする巨大なイベントにする。 

・ 他地方からの動員がなければ経済発展がない。 


